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問合せ…
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☎551-0424
  551-0149FAX

⑭

《金勝第２保育園》「絵本の活動を通して…へなそうる、ありがとう！」

　５歳児の子どもたちは、絵本「もりのへなそ
うる」を題材に一年間、園生活を過ごしてきまし
た。“へなそうる”と栽培活動、“へなそうる”と
制作活動、“へなそうる”を探しに地域探索に…。
　最後は自分たちとへなそうるの一年間の思い出をお話にして劇発表を
しました。そこには、“へなそうる”へのいたわりの気持ちや感謝の気
持ちが台詞の中にありました。絵本に表現された登場人物の心理を子ど
もと保育者が共有しながら取り組んできた一年間でした。
　幼児期は依存から自立に向かう時期です。精神的にも、身体的にも、
行動的にも依存と自立の間を揺れ動きます。そんな繊細な心理を理解
し、支えて、心育てを今後も続けていきたいです。

108○ 

　竪板の先端から約20㎝のところに仕切板状の
ものがみられ、これらの造作により船の耐水性（水
密性）がより高められたものとみられます。これ
らから推定されるモデルとなった船は全長15～
20ｍを計る大型の準構造船と考えられます。

■土の埴輪・家形埴輪
　新開４号墳から出土した、家形埴輪は平地式の
切
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家を模したもので、大きさは長さ50㎝×
38㎝、高さ45㎝です。特徴として、屋根には縦
方向に４本（現存３本）、横方向に１本の押
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縁
えん

を、
平行文を配した線刻で表現しています。また妻側
には半円形の棟

むな
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ぎ

の表現がみられ、屋根の両端（妻
側）に破

は
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をもっています。
　壁面には、妻側、桁

けた

側
がわ

ともに、中央に壁が方形
に切り取られて窓が表現（４か所）されています。
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３号墳出土の笠形
木製品は蓋

きぬがさ

を模した木の
埴輪で、頂部に突起が付
くもの・頂部の丸いもの・
頂部が平坦なものの３つ

に分けられます。大きさも、大・中・小の３つに
分けられますが、いずれも木の材質は古墳の棺に
多く用いられるコウヤマキが選ばれています。
※特集展示「土の埴輪と木の埴輪」は５月23日
㈯から６月21日㈰までの会期で開催します。
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４号墳から出土した、船形埴輪は船体本体
（船底部分）が刳

く

り船で、これに舷
げん
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と竪
たて

板
いた

とよ
ばれる板材を組み合わせた、いわゆる「準
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」
を模した大型の船形埴輪で、滋賀県では唯一の出
土例であり、全国でも20数例が知られるのみで
す。大きさは全長が115㎝（刳り船部分は100㎝）、
最大幅は舷側板上部で27㎝、底部で12.5㎝、高
さは中心部で13.8㎝、最大高で23㎝です。　　
　特徴としては、船底部横断面の形態が平底とな
り、船体本体（船底部分）と舷側部分などの継ぎ
目の表現が線刻でおこなわれ、舷側上端のピポッ
ト（突起：オールを装着するところ）が片舷７個、
合わせて14個みられます。
　また、船底部中央長軸方向に板状の構造物がみ
られ、上面に直交して長方形の板が７か所で密着
して接合されています。それぞれの板は両舷の船
体本体（船底部分）上端部分に取り付いており、
その数はピポットの数と一致しています。

注目の展示資料
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問合せ…栗東歴史民俗博物館
☎554-2733　 FAX 554-2755

　Ｓmile capture of smile and smile　“笑顔と笑顔のスマイルキャッチ（原文は英語）”
～21世紀スローガンコンテスト 最優秀賞作品～
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